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① 性別：女性： 95名 (84.2%)男性： 17 
名 (152%)










































































=6.05 elf= 3 p<.05)、有意傾向が見られたカ
テゴリーは「幼児理解」 (X2 = 6.84 df = 3 
p<.10)、「主体性」 (X2=6.28 df= 3 p<.10)、











































記述例 度数 ％ 
キーワード
子情1.どに『気も耳持のをち気傾へ持けのちる寄へ、汲りのみ添寄取いり』添る、い話、を声聞やく心、 <の違り•子.添会う-ど鳩っ-話もて面日（のい話での話きを笑中やたすっでい思るた少でいだりしすな泣"で。どい~も．'た多よ子なりくど国のくも・ん子話がだどを伝もり聞え｀とく子た話こどいしとも接こも達とす大をのる切しそ。）っ•・の子学か心校どりにaもと寄爾は 20 8.1 
子どもへの理解
2. 性人『幼ひを児伸と理りばの解す成』、個ー 長、心の成長を理解、 ＂性•ひすをと伸るりこばひとしとがてり特のあに成げ大長られ切、特るだよにとう思心支いの援ま成しす長て。にい・子しきつどたかもいりひととと思目りっをひて向といりけまのてす個保。 20 8.1 
3子.ど『主も体遠性の』自立、自己発揮、 大に•自切自立立だでとをき思促るいしよてまうすいそく。のこ・ブ子とロがどセも大ス自切に9だ寄がとり思自添っ分ってでてい考指まえ切す行し。動てでいきくこるとよがう 14 5.7 
4子.ど『自もの己情自信定感、自』己廿定観を百む なで行•一き斃し人るて想のIllいや人作く考よ阻りえうL•なに•人支どす格Illをると受を．しV,けて入．が受れらけでも入危共れ該にらは一れ回緒て避にいす』る遊るとび方感を向じ考るでえこ．てと自の実由 3 1.2 
発達の緒側面




いい9•基やくに本。つり的•けい生、じ活自め習分し但のなのこいと確なを立ど出、。来•日生る常活よ生うの活にリのなズ中るム.でを.指集挨迅団甑.生Iル渚成ーのをル中し、でて思 ， 3.7 
7遊.び『子のど保も障の発達を促す環填』 と培め•でがの·きlllで活るllき動だる)なをけ環工活子坦夫動どつもしなくて違どり視が。子・供ど自遊すも分び遠る遠やの。で行•生放道印活鐸び•文9級心活化の）動的を道を119び手紐かの仕りに縁広事し閲げ・てエ。てい作いく・たく蛾こ 18 7.3 
8. 心所『安•安心全でなき環る坦環、填居』場 休預う•子にめけど.らる,も,れこラ達とるッのがIllク安でス所全きしでくる•あ安つ湯るろ心配とげないる居•う利場場日用の所をすIllつ録る供くつ家り．こ•窪と•子が••安ど家も心i!1違しのがてか子ホわッどりともの心がよを安場 所、見守り、楽しい 73 29.7 
保育環坦
9笑.顔『保、育見者本と自な身るの宮表動情や行動見本』 きい•日子りる々ど楽。子もしど達みもと全の遊力峰ぶでh時行eはう霜、。必に・人いず生ら自のれ分先る自磁よ9うともにし子心てど•が学もItの置alよIii務う刃にに日励思とんいしでって 3 1.2 
子10.ど『も保と育思者い自切身り遊のぶ保育、楽をし楽くしむ姿勢』 ー•自に分明がる楽＜楽しくしなくい笑と頭他での過人ごもし楽ていしくくなこいとでのすで。、私自2、恒康第 1 0.4 
信11.頼『関子係どをも構との築信頼関係』 て淀•子い。ど・く子もこ遠どと。もと・と少自のし分閲でをもわ理多り傾く、関し閲てわ係くっ性れてだて、とい子思るどい曰もま日とすのと。の信心頼翌関か係なを築交い 18 7.3 
12護.『者家と庭のと共の有連、携相』 るllll関長や•子と係か係発ど思をにを達もい築築成を遠まきく喜長とすこ相べ関でと。談きる係。•録るし•信性保や餞よ頼を譴うす者団作に者いと係っサののよてをポう凪コい簗なーミいくいュ関トとをてニし保繹llllていケ設をきいっーつ者取てくシくとこりまりョもと•ンす、と関。共も。も録係大に謳性子切子者がにどと出もしものが稟、の信健て成輯頼く 24 9.8 
保 談、子百て支援
信頼関係・遥携
13. 貝『間保の育連間絡の、連報携告』回 、子百て支援 密日•路間に設しの内学報で童告曰ク・且運ラブ問携のの·相運遠談営携でを｀すス共。ムif・ーtil(情ズ~輯に間の行の）えコするミるュよこニうとにケだすーとるシ思こョうンと。を。・el 16 6.5 
校14長.『、地担域任、と学の校情と報の交連換携、』連絡、報告 閲各•い関わじ係るめ学祖、虐校関待、と地運、域灯携困とをのの図情早る輯期。・交発子換見ど等も．解た。・決ちのの活ため動に、生家活寇の、学動校線、に 6 2.4 
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学窟指群員の保育観
表2 Ql 経験年数による比較 (n)
2年未満 I 2年-6年未満 16年-10年未満 I 10年以上
大カテゴリー 小カテゴリー N=29 N=34 







幼児理解 I 4 
25.0 --_ 9 _ _ 45.0
-0.1 I 1.6 





3 I 15.0 
-0.9 
3 ; 21.4 
-0.1 
一3 _ 100.0 
3.3 





度数 I % 





6 I 42.9 
2.1 
0.396 
詞整済み残差 0ー.7 -1.1 
主体性 4 28.6 1 I 7.1 
鵡整済み残差 0.2 -2.0 





































゜I 0.0 -0.9 一3 I 14.3 -0.9 
4 I 44.4 
1.8 
0.388 
5 27.8 I 5 1 27.8 ? 38.9 1 l 5.6 0.156 
0.2 -0.3 
22 30. 1 16 21.9 
1・.4 I -2.7 18 1.8 24.7 I 17-~-823.3 0.8 0.7 0.077 
保育環境
1 , 33.3 I 2 6. 7 0 0.0 
?ーー?? ?
-0.9 


























































度数 ％ 度数 ％ 
全体 N=109 5 4.6 78 71.6 
2年未満 N=28 ゜゜21 75 2年-6年未満 N=33 2 6.1 23 70 
6年-10年未満 N=25 3 12 15 60 
































度数 ％ 度数 ％ 
25 22.9 1 0.9 X2=138.1 df=3 p<0.01 
































記述例 : ％ リー キーワード
楽の1.思し『保むい育こをとへ意、の識の前しびて向の実きび践なと意、過諏ごやす取、笑り組顔み、自』分 のとで•常過班でにご、活監安せ動視全る（班さ樺なれ対見取る抗守りよ絹ゲりうやむーに対努ム感応力なじををどてすし）しをてまる企いっがli!ilたま．し子すら． ど。楽息•も毎し苦だん日しけでのくでない帰のっるりびて。ののし会まび等う 32 15 
2. 『一人ひとりの子どもの理解やかかわり方
アどりや・1方ンも人すのケをひい考ー顔と空えりトを気をがみてやと満いてっ雰る足察た囲。で知り見気きしし守つるてそくりよ、のりつホう子をつ•ッ心にそともあ掛での一きっけ子籟たるてのにコ湯い気遊ミつる持ュびく。ニち子りケををどー直しもてシ接達いョD1がンるい話の。たし・取子りの工霜夫』 17 8 
発の達自 主に応体じ性たのか尊か重わ、り、観察、子ども
i 3. 感、『子つ、など認もがめのりるの受、受重容け視、共止｀心感めの的る受、関子容係ど』 -Cう達相ちのり「!f-あ、と粁気の手まな囲どい持ケのたもきてンち気との自「離カをあ接持分昧．ず霞Lなちの方トをた葉もるラ価だ11を受で時ブfi1Iよ(認襄ルけ間こ』観めと現で入とを宮大てはがれで押葉い切出き．るし互るでる気来1付:よい伝よ持てじけJうのえいち「なに時あgるにるい待Iなこぃなとよっとたを思分っうたにをかたいをにりよわけ一りまし、り子かする耳て人．こっどい素。をひとても傾る直とでい自。りけに．る・身しるな子っよもよりどどかJ 落．も共ぶ もと共に遊 1 5.2 
昌
4家.庭『家・保庭護・保者護と者のと連の携連携の推進』 んれいilll瓦•おなたて係摯迎風いりのにえがにる取問の出か話り題時来組らしやに。てつんい・家いつで・じ保でるあいめの證のるな様者か。自ど・子の保信親の悩や護がかトラみお者あらブ家やのるのルで相か方相）は談らか談に。学にら時（例Jl.気乗間え軽っtとばのた人に学り出話員、童来しを信でてか事顛もきをけを友てど築人く ， 4.2
5. 貝内『職同研員士修のの、協園連力の携体物、制班環、園保坦環百、坦者のか充ら実の』学






び館寄ら•子れを時りど添制て代もうい約の達こたし学のとす。童が安ぎク出全てラ来のいブてたるをいめの思たででい。はは出子あなすどるいともがかものっ｀。何そとと気思のひなうたとこいりめとひ話にもとに子ありもどるに耳も。曰をの・且児傾遊が童It 10 4.7 
! 8. か『保わ育りにの関際すのる力課豆題不や足自、 己の力足不足』 全0すをいの•私翌。る体0が自想つかく現に身ん定もに状目がはりをしがで超ま．？す届子すだえと。くがど未確るよも、事熟認う子同心態なのど士がたが日もがめけ起々の安て・こで数全全いるすが体るこに。多とをの楽•私もす見でしの多ぎ守くす過努々てれがごあ目力て．せ現りが不いまる実行足なすよきにだいがう届はとこ見．思かと今想守でいな日像っすまいのて力。か 、かかわりへの反 31 14.6 省、
昌
9家.庭『家・保庭護・保者護と者のと連の携連へ携のの課課題題』 制し対校•連．応側つお絡くのや互恨り相協。いの談•力の保活体、信Ill用支制頼者。援保関や等護係子は者をど時へ築もI何違き的上かとにのげあもコてっ難ミいたュしらきニいすたケ。ぐい地ー電。域シ・話保とョをンの護入えli者れお係へ微る、の体学底 12 5.7 





























































































2 I 9.5 二 13.3

































記述例 : ％ リー キーワード
心1.の『ゆゆととりり』、時間のゆとり 私わ閲・学れわ自童9てるク余いにラな裕余ブいが裕にので勤ががき務なれ現いしは始状ためめでよすて｀りゆか。Tっ・ら庶寧たま只なりだが指1半人も祖年ひっがでととでりすじきをっ．る大くそりとの切児思たに窟うめ関。と 5 2.3 
2閾.貝『遥間携の力速（携人、間保関設係者力と）のの連向携上』 ろう保りの・磁。い護で員・日ろIDは者同々チ極なが士のャい的安レl1のかに心ン1みと子でジ1重思どきし交ねうもて。。子が換やみど信。保る・も頼こl!1iたと図者lちで係と同が、かを士保豆かよ育。貝り意わのを哀見り幅頼にををがっ築持出て広ちいし話が、て合子がるいっどでとけて思もきいるやた 8 3.6 
自 3観自.分の『保の明育意確意識化識のの変変容革、』視野の拡大、保育 つかきやた•学け。か行童い出動げ指でし子もillすた大どllや。寧も・とりたよだし方ちりがてでよと｀たすそい園くし保。填さ今てん刃もIQ後考を大もII行え事ことう•だの学本たと気童め気丑持クにで近ちうは向考ブ、き、え怠をIQ合る過出IIいよごをの私うし一考にがて祖なえll.いにっ方 7 3.2 
己
に






6経.験『経を験積をむ積｀む自』分を磨く 理まき百•も経す解者っ験。しにと・て子をな自培。りど分私たやも自自いたし9nちとてし思とがいっ遊っく吸かこてび収りとい。し勉。話まて強しすいし。。かてそ・何な細れけ年かぞれもいれ仕ば配の事な慮個らをが性な紐でをいItもきとてっる思いと俣い 3 1.4 
保会7.育の『社保政会育策環観の境改のの改普改普、普待児』扱置児の童多の様解化消、社 なる直努と家l・埠社よ。問庭保力会ハり題っ百をし母全ーて取を全親体ドい抱り体面のがか戻るえでソ就学はすなる指フ労置児ずけ方トilれ形だ面ク置策l'!ラ姻がとばのはとブもを学な多保のに見ら童い様護各重なi1[も保化者要施いすのn・、性設少。ぺだ子所・だを子ろ保きどの理けうだ化も訂利か解のとに遠時用思。す努反が間者うる力lt一をは。こで例体廷子11lとはしと長。えどな子な•すて樟もくっどるい学に々てもこ 15 6.8 









修保10育の.『見内保容肛育のし内、改容瞬普の員、改の行普ス事』キ内ル容アのッ検プ討、 研 を遠にの日え専•よ考つまの向月がりすえfこ上のあよt。たと田るいがス·をりレ務キ子支必学仕●にルど滋要び事L活アも•だヽ棗．に定遠ッかとま対す坦ブが感すずしに＾を楽じ。子て整つ・ましど共fliな1すいも通t!がし.とのル・思ー．るfl視磁ー研え人の点因ル修るひいにがのことのいたと子り徴充支てぶのど底実る1!laも9とが中よのがm指必うに心行も碍知な要高理え日閾るだるめやのをもとよる発の3 買巧う必 23 10.4 
職シの11. ョ運貝ン『揖間コ、ミの学ュ遥校ニ阻とケのー 俣連シIl携ョ者ン・情のと報の改共コ普ミ有』ュ．ニ地ケ域とー き閲な9•学理技をtl.校図燐術11)、る者や資クのと考ラ買しでブえをては運方底T営なを上寧く者田げ．に屈．相し向クて関手ラきい係のブ合るな曰立う中くこ場ti共でとを.有指が保思で坦大護いき日裏者やたとだがりらしと、自とて子思思分のどいい遠基もままのの本すす保よ的。・ 27 12.2 
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表7 Q3 経験年数による比較 (n)
大カテゴ 2年禾涵









己 閲整済み残笙 -0.7 
に
8 L 40.0 注 保育力の向上
目
国整済み残差 1.6 





4 ー0・I .1 2a.s ・
鵡整済み残差
職場環境の改普 ―16 _ _j！ 22.2 
閲整済み残差 -1.2 
自
9 22.0 己 子ども環境の改善以
外
に 囮整済み残差 -0.7 
注
目 保育内容の改善 4 ↓ I 17.4 
I . —~•--------
謁整済み残差 -1 






の向上」 (X2 =7.59 elf= 3 p<0.5)、「保育内容




2年-6年禾渦 6年-N10=年25未満 10N年=以24上 FisherのN=34 直接確率n否9 ％ ぽ '/R ％ 席敬 ％ 
3 60.0 0 0.0 。Io.o 
0.292 
1.5 -1.2 -1.2 
i 
o I o.o 0 i 0.0 6 I 75.0 0.02 
2.8 1ー.6 1ー.5
I 
2_ J 28.6 --0 j I 0.0 4 、 57.1
I 0.332 




6 I  30.0 2 : 10.0 
0.34 
~- - -
0.0 -0.3 -1.4 
I゜i o-.o - 0 _ j_ 0.0 oJ o.o 0.693 
-0.7 -0.5 -0.5 
1 j 33.3 , I 33.3 1 33.3 
0.789 
0.1 0.5 0.5 
3 20.0 
_~J -0.9 13.3 - 6 -1.・I ・ 9 40.0 0.288 
-0.9 
21 I I 29.2 門 23.6 18 25.0 
← I----~ 0.486 
-0.4 0.4 1.2 
9 I  22.0 12 29.3 1 ， 26.8 
0.245 ， 
-1.5 1.3 1.1 
3 I ！ 13.o ー~26.1 10 j 43.5 0.02 
-2.0 0.5 2.9 
~33.3 4 __ L_14.8 7 • 2-5-.-9 0.723 
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